
飛〕亀浄御原宮跡推定地の調査

昭和47年 10月 ～昭和48年 1月  奈良県との共同調査

飛鳥小学校の南側隣接地で家屋新築に伴 う発掘届が昭和 47年 7月 に奈良県教

育委員会に提出され́た。この地の東方約 50mの 水田 (字石神)で は明治 30年

代に「 須弥直I」 「道祖神」像が発
jRI!さ れ、さらに昭和 ユ1年に行な競 Rた 同地の

発掘で石組み水路や石敷き遺構が粉出されている。さらに小学校敷地内で石敷

き遺構が見出されている。こうしたことから、このたびの家屋建設予定地内で

も当然何らかの遺構の存在が予想さ漁たので、地主の島田清文氏の御理解を得

て発掘調査″行なつた。

発掘調査は、奈良県教育委員会とともに行なつた。発掘面積は 470m2で ぁる。

調査地は、奈良県高市部明日香村飛鳥字折口 207番地に所在する水田であ乱

の地域は、全体的に飛鳥川の流路に沿 つて傾斜しており、こうした地形に営

れた水田は、高低差をもつて西北方に違なつている。

懲物の建つ部分″避けて設定した 3カ 所の トレンテで、石組みの濤 1・ 礎石

掘方卵11。 掘立柱列 1な ど″検出した。

石組み濤  径 60～ 80師の 自然石を組みあげて正方形に回らせた大規模な

濠状の遺構である。壁面は通例の濤のように垂直に立ちあがらず、両壁面とも

約 17度 の傾斜角度で 3～ 4段組みぷデている。底面は平担で、同様な大きさの

赤るいは径 lm以上の石力敷き並べている。各面とも、それぞれの石を据える

ために掘方″穿 ってぃる。さら1こ根石を用いている部分もあり、総じて丁寧な

造作で沐る。石組みは部分的に廃絶直後 と中世以降に破壊 さ淑、石が抜 きとら

れてぃる。 とくに南辺で著るしい。石材は花南岩のため国1化がひどく、石を抜

きとつた痕には花南岩の表面が剥離して残 つてお 1)、 その抜 き痕を明砕に知る

ことができた。濤の堆積土は焼土を合んだ暗禍色,上であり、砂の堆積は認めら

瀬ない。濤の幅は、部分的に広狭があるが、底では約 1,8■の幅でき つている。
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上辺は後の削平のため明礁でなく、検出面で約 5.4mの 幅があ孔 東西及び南北

間の心々距離は約 244で ある。

礎石掘方冽l  西辺部石組み濤の西辺内側にそ つて南北に、根石の残 る押方

″ 5間検出した。北端の柱間のみ約 2.4mで、他はいずれも約 2.8m等 間 であ

る。北端の掘方は、他より小さく浅い。掘方列の南北中軸線 と溝 との心々距離

は約 6.4mあ る。この距離は、南端の掘方中心と南辺部堵組み濤との心々距離に

等 しい。

押立柱線方列  石組み濤の南外側にそ つて抜穴々伴 つた掘立柱穴を一列 S

間秒出した。柱聞寸法は約 2.8n等間である。柱穴列の南狽Iは感土地 としていた

ために、部分的な試掘″行ない、西から 2番 目の柱穴より南へ約 5.6mの 位置に

1個の掘立柱穴″見!出 した。 
‐

なお、この遺構に関連して、発掘地の西側にある水田で発掘を行な つた。こ

の水田は、本遺構の水田面より約 2.5mの 落差で低 くなつている。この田に東西

トレンチ″設定して調査を行な つた結果、水田の床土下に中世の堆積上があり

その下層は裾色粗砂の堆積層とな つている。この砂層上面は、現水田面から約

1.5m下になる。■移の1ナ況は、人工的なものではなく自然の水流による堆積で
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あ り、これは飛鳥川の旧河床と考えられる。

今回の調査での出土遺物は僅少である。石組み濤の堆積土は上部の授乱土カ

除き、一時鄭の堆移であり、しか
ン
も流水による堆積ではない。このを積土は多量

の鱗土を混え.て お り、この中から 7世紀後半の土器類が出土している。とくに

顕著な遠物 としては鉄滓・ フイゴの羽口が淋る。

以上遺構の概略を述べたが、紛出した遠構の性格について注意される点を三

・ 三あげておきたい n

石組みの施設は溝が正方形に回 つていることによつて、構造物 ととッて内部を

区画するものであることが知漁ろ。そして、四周を石で組みあげている状況1か

ら、特殊な形態″もつ基壇と考えることができよう。一般的には建物基壇の各

側辺はほぼ垂直に立ちかがるのが通例の形態であるが、本例は傾斜角度約 17廣

で築かれた乱石組み基壇と言えよう。基壇の規模は 1辺約22.5m、 高 さは現状

で約 0。 7mで ある。この基壇内で検出した根石孝残十掘方列は、基壇上に建つ建

修の押方 と考えられる。前に述べたように北端の柱間が他 と異なるので、この

建物が北廂つきである可能性がある。するとこの簿物は、礎石を用いた 4 FRH Zrl

方北廂付き懲物とも想定さ淑るが、発揮範囲が基壊全体にわた つていないので、

明徹な結論は将来に待 ちたい。なお、発押中

に発見 した瓦類は皆無 にちかいので、この

構石懲物は瓦葺ではたか つた と考えられ る。

基どとに礎石身据えた ものでかるとす漁

ば、基寧び)高 さは現在 より若千高 く復元で

きるだろ う。えi濠 σウぽか ら形1出 面までの高

さが約 0。 5～ 0.6mであるが、この面で ,1根

石 σヽ残 る押方が浅 く検 出されたにす ぎない。

こσ→根石に礎石を据えれば、 この頃θう体石

の一静的な大 きさか ら言 つて紛出面 と礎石

上面までは、少な くとも0.6～ 0.8mほ どの

芽が赤ることになる。 したが つて基摯の高
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さは約 1.1～ 1.3mに復元でき、

石組みはあと一段高 く組みあげ

られたと考えられよう。こうし

た場合、外側の石組みも基埴と

同様に復元すべきかどうかの間

題がおきてくるが、掘立柱掘方

列が南辺部石組みや抜穴と近接

している点、この柱穴掘方と石

組み揮方との先後関係など、い
石組み溝西部と礎石推方列 (北より)

くつか問題点が残 るので、基壇の高さと濤外側の比高などについては後 日の研

究課題 としたい。

掘立柱列は柵ではなし、その南方で検出した 1個 の柱掘方とともに、 1棟の

建物を構成するかもしれない。

今回の発掘は、家屋建設予庫地のすべてにわた つたものではなく、それ,ぞれ

の遺構 も全体を検出したものではないので、この地げ)性格を映らかにすること

はなかなか困難である。検出した遺構のうち、とくに石組みの建物基壇はきわ

めて特殊なものであり、こうしたものが築造されたこの地域は飛鳥川に東接し、

石神の追構の西方約 50m、 飛鳥寺の北西約 100m、大官大寺塔跡の南方延長線上

約 860mに ある。また、中ツ道から西方約 80m、 山田道から南方約 300mを ヘ

だてている。本追跡が飛鳥京で占める位置、飛鳥浄御原官とのかかわ りなどに

ついては、とくに前の石神の遺構などとの関連をはじめ周辺の調査研究にゆだ

ねる点が多々である。
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